
　児童養護施設に入所している子どもたちは様々な
理由で家族と離れて暮らしています。家庭支援専門
相談員とは、家庭復帰に向け、親御さんの悩みを聞
き、児童相談所や関係機関と連絡を取り合い、家族
再統合に向けての支援をします。家庭復帰が難しい
子には、国の定めている里親さんへの委託や、家庭
体験の場として交流して下さる里親さんの開拓をし
ています。今年度は特に里親さんとつながる機会を
増やす為、長久手市社会福祉協議会と一緒に講座
や、キンダーホルトの子どもたちとの交流会を企画し
ております。我が家で「子どもた
ちと一緒に何かしたいな」と思
われる方々是非にご連絡下さい。

家庭支援専門相談員（FSW）
　　　　　　　  前山 ひろみ



● 子どもの日おもちつき
　毎年恒例の行事ですが、今年度は端午の節句で子
ども達の健やかな成長を願い、初取り組みで「おしり
相撲大会」を盛り込んでみました。2週間ほど前から
子ども達に向けてやりたい子を募りましたが、お年頃の子ども達から「い
やだー。恥ずかしいー。」と言って、実は最初はなかなかメンバーが集ま
りませんでした。でも、日常の遊びの中で子ども達と面白いルールを思

いつき楽しんで練習している様子をみて、やってみ
ようかな…と志願してくれる子も増え、当日は多くの
方の応援の中、参加した子ども達だけでなく、皆で
会を楽しむことが出来て本当に良かったと思います。
来客者の方からも今年は子どものための取り組みが
あって良いですね、という感想も頂きました。

(保育士　髙田 協子)

● ホルトスポーツ大会
　今年の6月4日にホルトスポーツ大会を改善センターにて開催しまし
た。テーマは「～仲間とともに絆を深め　心をひとつにみんな輝け～」こ
こ数年行っていなかった行事の為、子ども･職員が一緒になって二人三脚
や大縄跳び、リレーなどスポーツを通して楽しかった、嬉しかった、悔しかっ
た気持ち等を分かち合えたのではないかと思います。チーム優勝はログ･
カメリアの丘チーム　個人賞は高2男児Eくん、年中男児Sくんでした。

(保育士　中山 紗奈)

● キンダーホルトにBBQ炉を作ろう!
　そう声をかけられたのは今年の春休みでした。声をかけてきたのは4月から愛知県
立豊田高等特別支援学校に通うH君でした。H君は小学4年生でキンダーホルトにやっ
てきました。当時は非常に落ち着きがなく、怒りっぽく、人に噛みつくこともありました。
中学校に入学してからも先生に反抗することも多く、周りの人を心配させていました。
しかし、中学3年になり自身の進路を決めてからは生活も落ち着き、学校の先生にも見
違えるようになったねと褒められるようになりました。そんなH君ですが、進学する高校
で様々な技術を身に付けて就職したいという希望を持っています。そのための練習を
含めBBQ炉を作りたいと申し出てきました。私自身もこれまでセメントを扱ったことも
なかった為、彼と一緒に指南書を読み、道具を揃えることから始めました。いざ、始め
てみるとセメントの粘度やレンガの水平など思っていた以上に苦労が多かったですが、
完成した時にはH君と一緒に思わず「やったー！完成だー！！」と叫んでしまいました。完
成後は実際にBBQをみんなで楽しんだり、バ
ウムクーヘン作りに挑戦しました。
　しかし、実はH君の最終目標はピザ窯制作です。
今回の経験と高校での実習を生かして卒業までに
はキンダーホルト園庭にピザ窯を作り、皆様に披
露することができればと思っています。

(児童指導員　千代 誠)

● 卓球大会
　今年も愛知県児童福祉施
設卓球大会が行なわれ昨年
度準優勝の中学生男子を含
め11名が参加しました。「今年は優勝したい」と意気込
み、キャプテンとして全体の練習メニューを一緒に組ん
で、自分なりに集中して練習に取り組む姿がありました。
そんな姿を見て他の子どもたちも練習をし、大会に臨
みました。試合の結果としては、個人戦で中学生男子の
部･準優勝が１人、３位が１人、小学生の部の男子･準優
勝１人という好成績を残すことが出来ました。今年こそ
は優勝したいと話していた子どもは去年と同じ結果で少
し悔しそうな表情でしたが、「強いな、すごかった」と相
手に敬意を示していました。そんな中、惜しくも途中で
敗退し「来年こそは勝ちたい、強くなりたい」と泣いて
いる子どもや「楽しかった、来年もやりたい」という子ど
も達の姿がありました。今後も、卓球を好きになる気持ち
や楽しさが少しでも次に繋がって欲しいと思っています。

(児童指導員　小川 紗央里)

▲ 恵那山キャンプ
　私たちの班は子ども4名と職員3名で恵那山に
登るキャンプでした。残念ながら、恵那山に登るこ
とが出来ず子ども達の中には「登りたかったのに
なぁ」「リベンジしたい」と言う気持ちを抱いている
子どももいる為、再挑戦できる機会を作っていけ
たらなと思います。

▲ 琵琶湖カヌー＆サイクリングキャンプ
　私たちの班は子ども2人と職員2人で大人になっても忘れられない
キャンプを経験させたいという目的で琵琶湖とその周辺をカヌー＆サイ
クリングをして過ごしました。

▲ アドベンチャーキャンプ
　私たちの班は付知峡大自然キャンプ場にて準
備から帰って来るまでをひとつのアクティビ
ティーとし、数あるミッションの全てをやりきるこ
とで達成感と継続して頑張ることの楽しさを目的
としたアドベンチャーキャンプを行いました。

▲ のんびりキャンプ
　私たちの班は幼児さん5名を含
んだ総勢27名で岐阜県中津川市
の北恵那キャンプ場で「のんびり」
をテーマにキャンプを行いました。
近年のキャンプは比較的3日間プログラムがぎっしりで、1日ごとにぐっ
たりすることが多かったため、あえて今回のキャンプではプログラムに
余裕を持たせ、子どもたちと時間を共有することに重点を置きました。
そのおかげか中学生が幼児さんと手をつないで山道を登ったり、食事
のお世話をするなど和気あいあいとした穏やかなキャンプとなりました。



地域小規模児童養護施設「ログ・カメリアの丘」開設にあたって（後編）

　ログハウスの内装のリフォームが昨年９月下旬からスタートしました。
この時点で子どもは決まっておらず、何度も子どもたちとログハウスへ
通う事で「この家いいな。住みたいな。」と思ってくれる子どもに来て欲
しいと思いました。数回通っていくうちにすぐに５名の子どもが決まり、
決まってからも年金者の会の方々や大家さんに会いに行き交流を深めま
した。リフォームが進んでいくと見る見るうちにお洒落な内装となってい
き「こんな家に住めるんだ。凄いことなんだな。」とふと思ってしまう程
でした。子どもたちも「こんな家に住んでいるんだよ。」と言いたくなる
ようなログハウスに仕上がりました。今現在はSBI子ども希望財団様から
助成金を頂き家具家電を購入し、また長久手市に新しく開設されるIKEA
様から家具の寄付を頂きました。様々な方々の協力があり、このログハ
ウスに見合った家具と家電が置かれております。
　リフォーム後に職員に向けてお披露目会を行い、職員みんなで新しい
生活に夢膨らませました。私自身拙いながらも様々な職員の方々にアド
バイスを頂きながら進めていき、この取り組みの結果が「みんなで作っ
た地域小規模児童養護施設」となりました。
　最後に施設の名称は「ログ・カメリアの丘」となりました。ログハウス
のログ、見晴らしの良い丘の上で瀬戸の地に根付く地域小規模児童養護
施設を作りたいという思いから、瀬戸市の花である「椿（つばき）」を
英語で「カメリア」として使用させて頂きました。この名の通り新天地、
瀬戸市で子どもたちと共にこれからも成長していきたいです。

（児童指導員　肥後 敬）

29年度ホルトまつりのご案内
　昨年度は「～つながり～」をテーマに沢山の方々との繋がりができまし
た。そこで、今年のテーマを『みんなで創る』ホルトまつりと題して昨年度
の繋がりを通してみんなで一緒に創るホルトまつりにしていきたいと思い
ます。皆さま是非遊びに来てください。子ど
も達・職員一同お待ちしております。

年末おもちつきのご案内
　今年も下記の日程で年末のおもちつきを予定してい
ます。時節柄お忙しいかと存じますが皆様と一緒に一年

を振り返り、新しい年を
迎える準備を行ないたい
と思います。寒さが厳し
い時期ですので暖かい服
装でお越し下さい。子ど
も、職員一同お待ちして
おります。

日　時：平成29年11月5日（日）
　　　　11：30～14：30 (11：00～受付)
場　所：キンダーホルト園庭
問合せ：ホルトまつり企画委員  河野・高田
　　　　Tel　０５６１－６２－４７２８
　　　　Mail　kinder@coast.ocn.ne.jp

日　時：平成29年12月27日(水)
　　　　10：00～12：00
場　所：キンダーホルト園庭

　苦情解決委員会は年２回、第三者委員と施設委員で話し合いを持っています。第一回目の会議を平成29年4月23日に持ちま
した。全体としては意見箱への苦情の数が減ったことが大きな特徴として挙げられました。子どもたちが日々の生活や話し合い
の場で問題解決できようになってきたと見ることもできますが、子ども達のメンバーも変わってきているので、子どもへ仕組みの
周知を継続して行うことの大切さを共有しました。

苦情解決委員会からの報告



キンダーホルトをささえる会　会員募集

※「ささえる会」へのご寄付は所得税法の寄付金控除の対象となります。

郵便振込
00800-8-100677　｢児童養護施設名古屋文化
　　　　キンダーホルトをささえる会｣代表　加藤直樹
銀行振込
中京銀行高針支店（普）232-209641　
｢児童養護施設名古屋文化キンダーホルトを
　　　　　　　　　　　  ささえる会｣代表　加藤直樹

｢キンダーホルトをささえる会｣事務局

〒480－1103　愛知県長久手市岩作琵琶ヶ池50番地1
　　　　　　　名古屋文化キンダーホルト内
電　話　0561-62-4728　FAX　0561-62-4736
E-mail　kinder@coast.ocn.ne.jp
H　P　http://www.kpweb.jp/kinder/

　９月４日に島村楽器株式会社様よりソ
プラノサックス、フルート、ギター、バ
イオリンなど計13品の楽器の寄贈があり
ました。子ども達は早速頂いた楽器を手
にして、思い思いに音を奏でていました。
素敵な楽器を頂きましたので大切に扱
い、いずれ皆様の前で披露することが
出来ればと思います。本当にありがとう
ございました。

「ささえる会」
へのご入金

㓛

楽 器 寄 贈図 書 寄 贈
　８月１９日に吹上ホールにて『日販労働組合』様
から絵本や児童図書を多数ご寄附頂くセレモニー
がありました。児童も一緒に参加したくさんの書
籍の中から自分たちの気に入ったものを選ぶこと
ができたのでとても喜んでいました。夏休み中で

あったこともあり、熱心に本
を読んでいる姿が見られまし
た。図書に親しむ機会を頂
き本当に感謝しております。


